
２８章 歴史 （アル・カサンス） 
 
 

[28:0] 慈愛深き慈悲深い神の御名において 

[28:1] T. S. M.＊ 

＊２８：１ コーランの数学的コードの奇跡、そしてコーランの頭文字の意味または重要さの詳細

は付録１を参照。 

[28:2] これらの（文字）は この深遠な本の証明を構成している。 

[28:3] 私たちはここに、真実に、モーセとファラオのいくつかの歴史を、信じる人々ために、あ

なた方に詳しく物語る。 

[28:4] ファラオは地上で強圧的に支配するものとなった、そしてある人々を差別をした。かれは

助けられない者たちを殺し、かれらの娘たちを逃し、かれらの息子たちを殺害した。 かれは全く

邪悪だった。 

神はしいたげられた者たちを償われる 

[28:5] 私たちは地上でしいたげられた者たちを償うことを志す、そしてかれらを先導者にさせ、

継承人たちにする。 

[28:6] そしてかれらを地上で落ち着かせ、ファラオ、ハマーン、そして彼らの軍隊にかれらの薬

を味わせる。 

神に自信を持つ 

[28:7] 私たちはモーセの母親に神感を与えた、「かれの育児をしなさい、そしてかれの命に恐れ

を感じた時、恐れずに、悲しまずに、彼を川へ放りなさい。 私たちはかれをあなたに戻すでしょ

う、そしてかれを使徒たちの一人にするでしょう。」 

[28:8]   ファラオの家族はかれを拾った、それはかれに敵を先導し、かれらの悲しみの原因を招い

たに過ぎなかったのである。なぜならばファラオ、ハマーンそしてかれらの軍隊は違犯者たちだか

らである。 

獅子の洞窟の屋内 

[28:9] ファラオの妻は言った、「これはわたしとあなたにとって喜ばしい拾いもの。かれを殺し

てはいけない、かれはわたしたちにとって、何かの利益になるかもしれない、またはかれを私たち

の息子として養子にしてもいい。」かれらは全くわからなかった。 



[28:10] モーセの母親の心の中はひどく心配し、かの女はかれの身分をもう少しであげそうにな

った。しかし、私たちはかの女を信者にさせるためにかの女の心を強くした。 

[28:11] かの女はかれの姉に言った、「かれの行く道を追いなさい。」 かの女は、かれらが気

づかない間、かれを遠くから見ていた。 

母親のもとに戻された赤ん坊 

[28:12] 私たちは彼にすべての乳母を拒否させた。（かれの姉は）それから言った、「わたしは

あなたのためにかれを育て、かれの世話をすることのできる家族を紹介できます。」 

[28:13] このように、かの女を喜ばせるため、かの女の心配を除くため、そして神の約束がは本

当であることをかの女に知らせるために、私わたしはかれを母親もとに戻した。しかしながらかれ

らのほとんどは知らない。 

[28:14] かれが成熟し、強くなった時、私たちはかれに悟りと知恵を与えた。私たちはこのよう

に義人を報酬する。 

モーセ、殺人を犯す 

[28:15] 人々に気づかれることなく、かれが都市にぶらりと入った時、かれは２人の男たちが喧

嘩をしているのを見つけた。一人はかれの人々（ヘブライ人）、そしてもう一人はかれの敵（エジ

プト人）だった。かれの人々の者が、かれをかれの敵から守るようかれに助けを頼んだ。モーセは

かれを殴って殺してしまった。かれは言った、「これは悪魔の仕事、かれは本当の敵であり、深遠

に間違った道へと導く者。」 

[28:16] かれは言った、「わたしの主よ、わたしはわたしの魂に間違いを犯しました。 どうか

わたしを赦してください。」そして彼はかれを赦した。彼は罪を赦すお方、最も慈悲深いお方。 

[28:17] かれは言った、「わたしの主よ、あなたのわたしへの恵みのお返しに、わたしは二度

と、罪ある者たちの援助をすることはしません。」 

[28:18] 明け方、かれは恐れ、用心深く町にいた。昨日かれの助けを求めた者が、、またかれの

助けを求めた。モーセはかれに行った、「君は本当に厄介者だ。」 

モーセの犯罪がばかされる 

[28:19] かれが共通の敵を打とうとすると、かれは言った、「おおモーセ、あなたが昨日他の男

を殺したように、わたしを殺したいのか？ 明らかに、あなたは地上で暴君になることを望んでい

る、あなたは義であることを望んでいない。」 

[28:20] 向こう側の町から走ってやってきたある男が言った、「おおモーセ、人々はあなたを探

し当てて殺すつもりだ。今すぐ去ったほうがいい。わたしはあなたによい助言をあげています。」 



[28:21] かれは町から逃げた、恐れ、用心深く。かれは言った、「わたしの主よ、圧政する人々

からわたしを救ってください。」 

ミデヤンにて 

[28:22] かれがミデヤンの方向へ旅をした時、かれは言った、「わたしの主よ、義の道に導いて

ください。」 

[28:23] かれがミディヤンの井戸に着いたとき、かれは大勢の人々がが水を汲んでいるを見つけ

た、そして２人の女性がその横で待っているのに気がついた。かれは言った「あなた方は何が必要

なんですか？」かれらは言った、「わたしたちはこの人ごみがきえるまで水を汲ることはできませ

ん、そしてわたしたちの父親は、年老いています。」 

[28:24] かれはかれらのために水を汲んだ、それから日陰のほうを向いて言った、「わたしの主

よ、貴方ががわたしに送ってくださるどのような供給も、わたしはそれをひどく必要です。」 

[28:25] すぐに、２人の女性の一人が恥ずかしそうにかれにやって来た、そして言った、「わた

しの父がわたしたちのために水を汲んでくれたお礼をするためにあなたを招待しています。」 か

れに会い、かれの話をすると、かれは言った「恐れることはまったくない。あなたは圧政者たちか

ら救われた。」 

モーセ結婚する 

[28:26] ２人の女性の一人が言った、「おお、わたしの父よ、かれを雇ってください。かれは雇う

には一番よい人、かれは強く、正直。」 

[28:27] かれは言った、「８期の巡礼の間、わたしのために働いてくれる代わりに、わたしはわ

たしの２人の娘の一人をあなたの結婚相手として差し上げたい、もしそれらを１０期にするなら

ば、それはあなたからの志願ということになる、わたしはこの件をあなたにとってあまりにも難し

くはしたくない。神が意思するならば、あなたはわたしが義人であることがわかるでしょう。」 

 [28:28] かれは言った、「これはわたしとあなたの契約です。どちらかの期間をわたしが満たす

ことに、あなたが反対することはないでしょう。神はわたしたちが言ったことの保証人。」 

エジプトに戻る 

[28:29] かれがかれの義務を果たした時、かれはかれの家族と一緒に（エジプトの方へ）進ん

だ。かれはサイナイ山の傾斜に火を見た。かれはかれの家族に言った、「ここにいなさい。わたし

は火を見た。もしかしたらあなた方によい知らせを持ってくることができるかもしれない、または

火の一部であなた方を暖めてあげられるかもしれない。」 

モーセが任命される 

[28:30] かれがそこに着くと、かれは谷の右側の端、燃える低木の茂みの場所である神聖なる所

から呼ばれた、「おおモーセ、私である、神、宇宙の主。 

[28:31] 「あなたの持っている物を放りなさい。」かれはそれが悪魔のように動き出すのを見た

時、かれは向きを変えて逃げた。「おおモーセ、戻ってきなさい、恐れてはならない。あなたは完

全に安全である。」 



[28:32] 「あなたの手をあなたの懐に入れなさい、それは染みなく白く出てくるであろう。活動

をやめて、恐れから落ち着きなさい。 これらはファラオと彼の長老達に見せるめのあなたの主か

らの２つの証明である、彼らは邪悪な人々である。」 

[28:33]       かれは言った、「わたしの主よ、わたしはかれらの一人を殺しました、だからわたしは

かれらがわたしを殺しはしまいか恐れていす。 

[28:34] 「わたしの弟、アロンはわたしよりもずっと雄弁です。確証とわたしを力づけるための

助けとして、かれをわたしと一緒に送ってください。わたしは、かれらがわたしを信じないことを

恐れています。」 

[28:35] 彼は言った、「私たちはあなたをあなたの兄と一緒に力づけるであろう、そして私たち

は明白な権威を両方に与えるであろう。だから、かれらはあなた方のどちらにも触れることはでき

ないであろう。私たちの奇跡と共に、あなた方二人は、あなた方についていく者たちと一緒に勝者

になるであろう。」 

ファラオの傲慢さ 

[28:36] モーセが、明らかかつ深遠な私たちの証明と共にかれらへ行った時、かれらは言った、

「これは作られた魔術だ。わたしたちはこのようなことをわたしたちの古代の先祖たちから聞いた

ことは一度もない。」 

[28:37] モーセは言った、「わたしの主は彼からの導きを持ってきたのが誰か、そして最終的な

勝者が誰かを一番よく知っている。確かに、違犯者たちは決して成功しない。」 

[28:38] ファラオは言った、「おお長老たち、わたしはわたし以外どのよう神もあなた方のため

には知らない。だから、おおハマン、塔を建てるためにその住居を燃やしてしまいなさい、わたし

はモーセの神を見てみるかもしれない。かれが嘘つきなことは間違いない。」 

[28:39] このように、かれとかれの軍隊は何の権利もないのに、続けて地上で傲慢だった、そし

てかれらは私たちのところに戻らないと思っていた。 

[28:40] その結果、私たちはかれとかれの軍隊を海へ放り込むことによって罰した。違犯者たち

のゆくえを注意して心に留めなさい。 

[28:41] 私たちはかれらを人々を地獄に連れて行くイマームをとした。更に、復活の日、かれら

には全く助けがないであろう。 

[28:42] かれらはこの世にて罪の宣告を招いた、そして復活の日、かれらは軽蔑される。 

モーセの本＊ 

[28:43] 前の世代を消滅させ、そしてかれらをとうして手本を示した後、彼らが心に留めるかも

しれないので、人々のために悟り、導き、慈愛を供給するために、わたしたちはモーセに経典を与

えた。 

＊トーラはモーセの本を含むイスラエルのすべての預言者たちに啓示されたすべての経典の収集である。コー

ランは一貫してモーセは本、または、「法令集」を与えられたと定めている。コーランのどこにもモーセがト

ーラを与えられたことはみられない。今日の旧約聖書は、ゆえにトーラである。（３：５０、５：４６を参

照） 



神聖なる神の使徒について話かけられている 

[28:44] あなたは私達がモーセに命じを委託した時、西の山の傾斜にはいなかった、 あなたは証

人ではなかった。 

＊２８：４４ その使途の名前は数学的に確証されている；ラシャド・カリファ（１２３０）のジマトリカル

値を節の番号（４４）の横に並べると、１２３０４４＝１９ｘ６４７６が数学的に確認される。 

 [28:45] しかし私たちは多くの世代を設立した、その長い期間のため（かれらは分裂した）。 

ミディアンの人々の中には、かれらに私たちの天啓を朗唱するあなたはいなかった。しかし私たち

は、使徒たちはを送った。 

[28:46] そしてまた、私たちが（モーセを）呼んだ時、あなたはサイナイ山の傾斜にもいなかっ

た。しかし、それはあなた以前に警告者を受け取らなかった人々を警告するための、あなたの主か

ら（人々へ）の慈悲なのである。 

言い訳はだめ 

[28:47] だからかれらは、かれら自身の行いの結果から災難が襲った時、「主よ、もしわたした

ちに使途を送っていたら、わたしたちはあなたの啓示に従い、信じた。」などと言うことはできな

い。 

トーラとコーラン 

[28:48] 私たちからかれらに真実がきた今、かれらは言った、「もしわたしたちがモーセに与え

られたものが与えられていたならば！」かれらは過去に、モーセに与えられたものを信じなかった

のではないか？ かれらは言った「両方（の経典）は、お互いを写した魔術ごときの仕事だ。」 

彼らはこうも言った、「わたしたちは、それら両方を信じない者たち。」 

[28:49] 言いなさい、「もしあなた方が真実ならば、わたしがそれを従えるよう、その２つより

も、より良い導きを持つ神からの経典を造りなさい。」 

神は彼の教えを、神の使徒をとおして送る 

[28:50] もしかれらがあなたへの回答に失敗するならば、かれらはかれら自身の意見だけを従う

つもりだということを知りなさい。 神からの導きなしでかれら自身の意見を従う者よりもずっと

はるかに道に迷うものたちとは誰か？ 神はそんな邪悪な人々を導くことはしない。 

本当の信者たちは皆コーランを認める 

[28:51] 私たちは、かれらが心に留意するように、かれらにお告げを届けた。 

[28:52] 前の経典を私たちから恵まれた者たちは、これを信じるであろう。 

[28:53] これがかれらに朗唱される時、かれらは言うであろう、「わたしたちはこれを信じま

す。これはわたしたちの主からの真実です。わたしたちはこれを聞く以前から‘、服従者だっ

た。」 

真実に気づくキリスト教徒とユダヤ教徒のための２倍の報酬 

[28:54] 私たちはそれらには２倍の報酬を与える、なぜならばかれらは断固たる決心で根気強く

努力をするから。かれらは諸善によって諸悪に対抗する、そしてかれらに与えられた私たちの供給

物からかれらはあげる。 



[28:55] かれらはうぬぼれた話にでくわす時、それを無視して言う、「わたしたちはわたしたち

の行いに責任がある、そしてあなた方はあなた方の行いに責任がある。わたしたちは無知な者たち

のような態度を望まない。」 

神のみが導く 

[28:56] あなた方は、あなた方が愛する者たちを導くことはできない。神は、彼の意思によっ

て、彼の知識によってその導きに値するものを導く唯一のお方。 

[28:57] かれらは言った、「もしわたしたちがあなた方の導きに従うならば、わたしたちは迫害

に苦しむだろう。」 私たちはかれらのために、神聖な聖域に落ち着かせ、そこから私たちからの

供給である様々な種類の果物をあたえなかったか？ 

[28:58] かれらの人生を感謝しなくなった多くの集団を私たちは滅ぼした。その結果、ここが彼

らの家である、かれらの後は少数以外を除いて、無人の廃墟だけが残っている。その後継者は私た

ちだった。 

[28:59] あなた方の主は、どのような集団も、その中に使徒を送ることなしに滅ぼすことは決し

てしない。私たちはその人々が邪悪でない限り、どのような集団も決して滅ぼすことはしない。 

[28:60] あなた方に与えてあるすべてのものは、この世の物でしかない、そしてうぬぼれにしか

過ぎない。 神のもとにあるもののほうがはるかに良く、永遠に続く。あなた方は理解しないの

か？ 

[28:61] 私たちが約束した確かに来る良い約束をした者と、この世の臨時なもろもろの物を私た

ちが与え、復活の日に、永遠に滅亡に苦しむ者は同等か？ 

偶像たちが偶像崇拝者たちを見捨てる 

[28:62] その日がやって来るであろう、彼がかれらを呼んで、このように言う、「私の横にあな

た方が置いた偶像たちはどこにいるのか？」  

[28:63] 判決をこうむった者たちは言うであろう、「わたしたちの主よ、これらが、わたしたち

が間違った道へ導いた者たち、わたしたちがかれらを間違った道へ導いたのは、わたしたち自身が

道に迷ったからです。 わたしたちは今貴方に完全に服従します。かれらは本当はわたしたちを崇

拝していなかったのです。」 

[28:64] 言われるであろう、「あなた方の偶像たちを（あなた方を助けるために）呼びなさ

い。」かれらはかれらを呼ぶであろう、しかし、かれらは答えないであろう。かれらはその天罰に

苦しむであろう、そしてかれらは導かれていたことを願うだろう！ 

使徒たちへの私たちの返答 

[28:65] その日、彼はみんなに聞くであろう、「あなた方は使徒たちへどのように返答したの

か？」 

[28:66] かれらはその日、その事実によって驚くであろう、かれらは言葉がでないであろう。 

[28:67] 罪を悔い改め、信じ、義にかなった人生を送る者たちに関しては、かれらは勝者として

終わるであろう。 



[28:68] あなた方の主は、彼が意思するもの何でもを創造し、選ぶ、選択をする者は他に誰もい

ない。神に栄光あれ、最も尊いお方。彼はパートナーを必要とするには、あまりにも高いお方。 

[28:69] あなたの主は彼らの胸の中に隠れているずっと奥の思いも、彼らが発言するすべての事

を知っておられる。 

[28:70] 彼は唯一の神、つまり彼の横には他の神はいない。彼にはこの最初の人生と、来世のす

べての称賛が属する。すべての判決は彼に属する、そして彼へあなたは戻るであろう。 

神の恵み 

[28:71] 言いなさい、「もし神が復活の日まで、夜を永久に続けたならば？神の他にどの神が、

あなた方に光を与えることができるのか？あなた方は聞こえないのか？」 

[28:72] 言いなさい、「もし神が昼を復活の日まで、永久に続けたならば？神の他にどの神があ

なた方の休息のために夜を与えることができるのか？あなた方は見えないのか？ 

[28:73] あなた方が（夜の間）休息するために、そして（昼の間）彼の供給を求めるために、彼

はあなた方のために昼と夜を創造した、それはあなた方が感謝をするかもしれないがための彼から

の慈愛である。 

偶像たちは全く力がない 

[28:74] 彼がかれらに尋ねるその日が来るであろう。私と同格にしたあなた方が作り上げた偶像

たちはどこにいるのか？ 

[28:75] 私たちはそれぞれの集団から証人を選択する、それから言いなさい、「あなたの証明を

見せなさい。」 かれらはかれらが作り出した偶像がかれらを見捨ている間、すべての真実が神に

属することに気がつくであろう。 

 

カールーン 

[28:76] モーセの人々の一人である、カールーン（奴隷監督）はかれらを裏切って、かれらを圧

政した。私たちは、かれにたくさんの宝物をあげた、それらの鍵は最も強い帯金にも重過ぎるくら

いだった。かれの人々はかれに言った、「そんなに傲慢になってはいけない、神は傲慢な者たちを

愛さない。」 

[28:77] 「神からあなた方へ与えられた供給を、あなた方のこの世での分担をおろそかにするこ

となく、来世の住居を求めるために使いなさい。神があなたに情け深いように、あなたも情け深く

ありなさい. 地球を堕落し続けてはならない。神は堕落者たちを愛さない。」 

[28:78] かれは言った、「私は自分の賢さによってこれらすべてを得たのだ。」 かれは神がか

れ以前の世代で、もっと強く、もっと大多数の者たちを全滅させたことに気づかなかったのか？

（全滅した）罪人たちはかれらの犯罪について尋ねられなかった。 

[28:79] ある日、かれがかれらの人々の前に華麗に満たされてやって来た。この世を好む者たち

が言った、「おお、わたしたちはカールーンが達したものを所持することを望む。全くかれはとて

も幸運である。」 

   真の富  



[28:80] 知識に恵まれた者たちは言った、「あなた方に災いあれ、信じる者たちと義にかなった

人生を送る者たちへの神の報酬 のほうがずっと良い。」 

   

  暴君の避けられない宿命  

[28:81] 私たちは地球にかれとかれの豪邸を飲み込ませた。神からかれを助けることができる陸

軍など全くいなかった、 かれは勝者となる運命ではなかったのである。  

 

[28:82] 前の日、かれをうらやましがっていた者たちは言った、「今、神が、かれのしもべの中

から選ぶ者誰もに供給を与 え、そして止める唯一のお方であるということに気がついた。 もしそ

れが、わたしたちへの神の恵みでなかったならば、彼は地球にわたしたちすべてを飲み込ませるこ

とができた。わたしたちは今、不信者たちは決して成功しないことに気がついた。」  

  最終の勝者たち 

[28:83] 私たちは来世の住居を地球で人の高揚を求めないもの、堕落を求めないもののために予

約してある。最終なる勝利は義人に属する。  

 

[28:84] 誰でも義にかなった仕事をするものは、ずっと良い報酬を受ける。罪を犯す者たちに関

しては、かれらの罪に対する 天罰は、かれらの仕事に正確に同等である。  

 

[28:85] 確かに、コーランをあなた方のために命じた唯一のお方が、以前に決められた予約の時

に、あなた方を召集するであろう。言いなさい「わたしの主は、導きを主張する者ものたち、迷っ

てしまった者たちすべてを知っておられる。」 

 

[28:86] あなた方は、この経典があなた方へ来るとは決して予期していなかった、しかしこれ

は、あなた方の主からの慈愛である。だから、あなた方は不信者たちの味方をしてはならない。 

 

[28:87] また、それらがあなた方へ来た後に、神の啓示からそれてはいけないのである、そして

あなた方の主へ他の 人々を招待しなさい。そして決して偶像崇拝に入ってはならない。  

 

[28:88] あなた方は神の隣の他の神を崇拝してはいけない。彼の隣に他の神はいないのである。

彼の存在以 外はすべて消滅する。すべての主権は彼に属する、そしてあなた方は彼へ戻るであろ

う。 

 

この章までの神の累積回数＝   

 

この章までの神がでてくる節の番号の累積

合計＝ 



1862   103040 

 


